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思考力 ･表現力を育てる ｢計算の仕方｣の指導
～算数的活動の内面化の過程を大切にして～
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研究U)要約
今年4月から新学習指番要領が完全実施された 新学習指導要領では.言語活動の充実
の観点から,特に r思考力 ･裁現J]Jの育成を菰祝している｡
中央教育審議会答申の第教科改葬の基本方針でも,｢第数的活動を一･屑充実させ,基礎
的 ･盛本的な知織 ･技能を確実に身に付け,数学的な恩考力 ･表現)jを育て,学ぶ意欲を
FLiめ｣とある｡第数的活動を鼠祝して,思考力 ･賓現^を育てる方針が明確にされた｡
しかしながら,授業の中には.外的な算数的活動は行われているが,それが内面化され
ないままに指導を進めるた桝 こ,内的な算数的括軌につながらない例が見受けられる｡こ
れでは,子どもの思考力 ･発現力は育たない｡この指導方法がチビもたちのつまずきの1
つの原因になっていると考えられる｡
思考力 ･表現力を高めるための指導はどうあるべきか,ブルーナ-の認知発達論をもと
に,r計算の什方｣の指革で,罪数的活軌の内面化を図る指番方法の響点について考察し,
授業改善への1つの擬音としたい｡
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1 r思考力 ･表現力｣重視の方向性
(1)学力の重要な要兼の1つ
改止された学校教育法第二十粂窮二項に.｢基
礎的な知沌及び技能を習得させるとともに.こ
れらを活用して課題を解決するために必要な思
考力,判断ノ｣,表現力その他の能力をはぐくみ,
字体的に学習に取り組む態度を餐う｣とある｡
この記述から.新しい学力の丑要な3つの聾瀬
が明確になった｡
(五 品礎的 ･基本的な知識 ･技能の習得
② 知沌 ･技能を活用して課題を解決する
ために必要な思考力･判断力 ･R現力等
③ 主体的に学習に取り組む傾度
*ノー トルダムfI'JLl女子大学
これは.法的に学力が規定されたことになるO
｢思考力,判断力,表現力｣は学力の誼要な要
素の1つとなった｡算数科では,判断力を思考
力の中に入れて考え,｢思考力 ･表現力｣とぷく
ことが多いようである｡
(2)菖持活動の充実を通して育てる
中央教育審議会答申では,r教育内容u)主な改
葬弔項｣の策頭に r言語所動の充実lが嘩げら
れた｡このしいで r言語は,知的所動 (論稗や思
考)やコミュニケーション,感作 ･情緒の基盤
でありJr寓語活動を各教科等の指節計画に位位
付け,授業の構成や進め方を改善する必要があ
る｣とある｡言語活動の充実を取り入れた授業
改善の中で,思考力 ･表現力を育てるねらいを
読み取ることができる｡
(3)算数科では算牡的活動を通して育てる
中央教育審議会答申の算数科改葬の基本方針
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でも,｢算数的活動を-層充実させ,基礎的 .基
本的な知識 ･技能を確実に身に付け,数学的な
JE､考力 ･表現力を育て,学ぶ意欲を高め｣とあ
るn算数的活動を塵祝して,思考力 ･表現力を
育てる方針が明確にされた｡
2 ｢思考力･表現力｣の課題
r思考力 ･表現力.1は,今,なぜ課題になっ
ているのか｡
(1)各種学力調査の結果から
oECDのPISA調査 (2000,2003,2006),
IEAのTIMSS調査 (2003),全国等)j･学
習状況飼査 (2007)の結果から,｢思考力 ･判断
力 ･表現力等を問う読解力や記述式の問題に課
題がある｣｢読解力や記述式の剛題の無答率が高
い｣等の結架が得られたO｢思考力 ･表現力｣を
育てることが課題となっていることが明らかに
なった.
(2)社会を ｢生きる力｣の1つとして
これからの r知識基盤社会｣をFEき抜く子ど
もたちには,基礎的 ･基本的な知識 ･技能の習
得やそれらを活用して徴題を兄いだし,解決す
るための思考力 ･判断力 ･表現力等が必要であ
る｡しかも,知撒 ･技能は陳腐化されないよう
常に更新する必登があると言われる｡｢思考力 ･
表現力｣は,社会の変化に対応できるナビもた
ちに不可欠な皆遍的な力と言える｡
また,これからの社会では,人との ｢兆仔 ･
協力｣も必要になる｡そのためには,人と関わ
る力が必要になる｡自分の思いや考えを正しく
人に伝え,誤解なく理解してもらうことが大切
になってくる(そのためにも,r思考力 ･表現力｣
は不nJ欠の力だと言えろo
(3)今の ｢子ども｣を見て
学校現場の十どもたちを見たり,′七/･仁方から
問いたりすると,自分の思いや考東をうまく表
現できないために誤解されて友達とトラブルに
なる子どもや.自分の思いや考えを虚現できな
いために,暴力に.婦えることになり友達とトラ
ブルになる子どもがいる｡自分の思いや考えを
上手に表現できることは,人間関係づくりでも'
大切なことだと考えられる｡
3 ｢計算の仕方｣の指導についての課題
(1)｢計算の仕方｣とは
新学習指導要領解説恭敬編の中に,｢計算の指
掛 こ当たっては,計仇の意味について理研する
こと,計算の仕方を考えること,また計算に習
熟し活用できるようにすることが大切なねらい
である｣とあるOこのことから,計算指導のね
らいは次の3つである｡
計算指導のねらい
①計算の意味
②計算の仕方
③計舞の習熟 ･清川
r計鈴の仕方｣は,計算指常a)大g]なねらい
の1つである｡
(2)｢計算の仕方｣の課題
算数科の授業では,たし算の計筒をする際に,
机の下で指を使ってしている子どもや.わり辞
の答えがすぐには出せない子ともがいる｡たし
取やかけ算の習熟がイ二十分であることも原l夫】の
1つと考えられるが,そもそも,たし算やわり
算の計算の仕jJ'をイメージできていないことも
その原閃となっているのではないかと考えられ
る｡また,計節の答えは出せても,計算の什方
を説明することができない子どt)がいる｡計算
の仕方がイメージできていなければ,それを説
明することも難しいはずだo
こうした子どものつまずきは.計算の仕方を
考えたり,表現したりする情動が小 卜分だった
ことによるのではないかと考えられるのであるO
(3)算数的活動と r計算の仕方｣のつながり
新学習用帝紫懐の中で,罪教科では,界数的
活動が一柄盤祝されることになったことは前述
した｡
算数的活gITJ)の例としてあげr:)れていることが
3つある｡それは,①具体物を用いて救出や図
形についての意味を押解する活動,②知識 ･技
- 54 -
能を失際の場面で活用する活動,③問題解決の
方法を考え説明する活動,であるO
この中で,特に ｢計節の仕方｣に関係が深い
のは,①③であると考えられる｡そして,各学
年の算数的活動の例示では,
第 1学年
イ 計昇の昔味や計算の仕方を,具体物を用い
たり,吾輩,数,式,凶を用いたりして表す
活動
第3学年
ア 弊数,小数及び分数についての計算の意味
や計算の仕方を.具体物をmいたV),言張,
敬,式,図を用いたりして考え,鋭明する悟
動
第5学年
ア 小数についての計算の意味や計G^の仕方を,
吉頻,敬,式,図,数直線を用いて考え,蕊
明する悟勅
第6学年
ア 分数についての計節の昔味や計節の仕方を,
古典,数,式,図,数直線を用いて考え,説明
する活動
などと示されたO
これらのことから,r計算の仕方を考え,説明
する活動｣は算数的活動であり,r具体物や,吾
塞,敬,式,固,(数直線)Jを用いることを意
図していることが分かる0
4 ブルーナーの認知発達始
(1)認知発達の3つの段階
ピアジェは子どもの認知発達を次の3段階て
とらえたO
ピアジェの認知発達の3段 E,
①前操作的段階 (～ほぼ5,6歳)
②見附内操作段階 (5,6歳～10.ll)
(参形式的操作段階 (ほぼ10,11歳～)
ブルーナ一一は, )'lどもの認知発達を,次の3
つの段階でとらえた｡
ブルーナ-の憩知発達の3段
の/fT動的把握
②映佃的把握
③記号的杷梶
ブルーナーはビアシェの考えを基本的には継
承しており,3つの段階はそれぞれ内容的にも
かなりよく対応 している｡大きな違いは,ピア
ジェは年齢によって段階を分けているが.ブル
ーナ一には年齢による段階がないところである｡
この段階のとらえ方を使うと,たし罪 (2)
を学習する小学校 1年隼 (7歳)～わり算を学
習する小学校3年4=(9b'.i)は,ピアジェの言
う具体的操作段階に該当し,ブルーナ-の説で
は3段階の発達ができることになる｡
(2)認知発達の各段階の特徴
Eブルーナ-6)F究｣(広岡苑蔵)によると,ブ
ルーナ-の認知発達の3つの段階の特徴は次の
通りである｡
①行軌的把握の段膳
｢人間が物ごとを醍知するいちばんの初歩的
な様式は行動的把握であり,なすことによっ
て知るのであるoJ｢行動的把握の学習者にた
いして,図表やことばで教えようとしても,
それはむだである｡彼らは自分の身体でもっ
て学びとるからである｡｣
②映像的把握の段階
｢先の行動的把握についで,これよりも 一段
高次な認知様式として,映像的把握がある｡｣
｢映像的把握は,串物を視覚的ないし聴/Lt的
なイメージとして,把握 したり表現したりす
る｡｣｢行助的把握における手足の身体運動が,
眼肺の運動によって代理されたもlJ)が,現先
的な映像把席である｡｣
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③記il,一的把握の段階
｢映佃的把握をより洗練 した認知様'=t,そし
て1品高U)認知様式として,記ぢ-的把握があるぐj
r記号的把握は,概念の担い手である言語を
伴-'ているから,多かれ少なかれ,概念的認
知であり.また抽象的認知である｡｣｢複雑な
映像をこうして簡潔に記号化できる点におい
て,記'+的把握は映像的把握よりも格段とす
ぐれている.j｢映像はたとえば現物であるの
にたいして,言語はいわばは幣であるG現物
:ニたいするは僻にように,言語は,映像を,
節螺に記号-化し,脳裡-自｢机こ収納し貯蔵し
引きだすことを可能にする l｢さらに重要な
こととして.他人との交流を可能ならしめるO
映像的杷将は容易に交流できないが.記号的
把捉は交流が自在である｡｣｢記即 勺把握は,
さらに 一段とすぐれた艮所をもっている｡
それは.ひとつの記号的把握をさまざまに変
形し,苛屈させることができるとの長所であ
る｡｣
(3)認知発達のサイクル
ブルーナ-は,認知発達の3つの段階を.行
gI功的-映憶的-記号的のサイクルでとらえた｡
このサイクルを,｢幼児が成人していく長期的な
巨視的場合における,大サイクルとして成り立
っている与だが,こうした大サイクルだけでな
く,九州HiJの微視的ij),面にも,三つの発達段階
めいたものが,小サイクルとして成りir_つこと
が多い｡｣と考えていたO
そして,｢3つの矧皆を,ラセン的に繰り返し
て上梓することが必要である｡｣としている｡
5 ｢軟と計算｣の算数的活動の流れ
ブルーナ-の認知発達論をもとに.(.日･昇の仕
方｣の算数的活動の流れを図示した_吹き出し
は,それぞれの段階に l思考力 ･表現力｣を発
揮した子どもの姿を描いたものである｡
この岡を見ると,1T動的-映像的-記号的の
順に算数的活動が内面化されていることが分か
る.行動的-記号的に一気に飛んでいないこと
を大切にし,指導に生かしたい｡この図をもと
に,具体的な教材の指導を考える｡
7f+妄あ定元 高盛 衰活動蒜 可
行動的把握 映像的把握 記号的把握
6 具体的な指導①
(1)単元名 1年 ｢たし算 (2)｣
(2)単元の目檀
○ 繰り上がりのある計算に興味をもち,｢10
の補数｣という考えのよさに気付き,進んで
計許しようとするo (関心 ･,5-欲 ･態度)
010の補数を意識して,加数を分断してた
すことを考え,説明することができる｡
(数学的な考え方)
○ (1化救)+(1位数)の繰 り上がりのあ
る計第を正確に [-,際よく計第することができ
る｡また,適用題を解くことができる｡
(技能)
○ 繰 り上がり0)ある計罪のfl方について班解
することができるっ (知職 L珊解)
(3)｢7+5の計算の仕方｣指導の流れ図
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(4)主な指導方法の工夫
① 1時L巨 数図ブロックを動かしながら考え説
明する活動 (行軌的把握の段階)
1時目で,｢嘩二が8台LまっていますB 3台く
ると,何台になりますかDJという問題場面を考
える際には,数図ブロック鯉を使って,数回ブ
ロックを動かしながら考える活動を繰り返し,
数図ブロックを軌かしながら動かし方について
話し合うようにする｡これにより,｢10のかた
まり｣をつくると答えがすぐ分かることに気付
きやすくする｡
② 2時L｣:並べた数rglブロックをi-Lながら考え
説明する活動 (映像的把握-記号的把握の段
階)
2時日で,｢兄さんはくりを7個拾いましたO
妹は5個拾いました｡合わせると何個なります
かD｣という問題場面を考える際には,並べた数
図ブロックを見ながら考える活動にするOこれ
により,数･囲ブロックを動かして10のかたま
りをつくるイメージをもちやすくする｡
③2時目 板吉の工夫
数鼠ブロックを動かす前と動かした後の梯子
を縦に並べて板杏に掲示するようにするOこれ
により,数図ブロックを動かすイメージをもと
に,計算の仕方を音感で表現しやすくする｡
◎2時口:順序を表す言葉を使う表現活動
計罪の仕方を説明する際には,rまず,次に.
最後に｣など,順序を意識して表現できるよう
にうながし,それを称揚するようにする｡
⑤2時目:声を.I-1jして計算の仕方を唱える活動
計罪の什方が整現できたところで,みんなで
声を出して計第の仕力を唱える活動を取り入れ
るO-部を隠して唱えさせたり,ペアで隣同士
説明し合わせたりする活動も収り入れる｡これ
により,言葉でイメージしながら計罪の仕方の
内面化を図るO
(5)本時の目標
7+5などのくり上がりのあるたし罪の計界
の仕方を,加数分解の方法で考え説明すること
ができる｡
(6)授業の実際 (2時目)
指導方法の工夫②
並べた数図ブロック:TL.比なが｢,二_iて-.I,l~J/ヽ_
説明する活動
指導方法の工夫③
[兄さんはくりを7個拾いましたn妹は5個
拾いました｡合わせると何個になりますか｡｣と
いう問題場面を考える際には,並べた数図ブロ
ックを見ながら考える活動にしたC
また,数回ブロックを動かす前と動かした後
の様子を縦に並べて板度に掲示するようにした｡
振替の様刊
自ノコ解決では,子どもたちは,黒板に並んだ
数回ブロックを見ながら考え始めた｡そして,
一人ひとりが,手を動かしながら,
｢まず,10をつくって,12になります｡｣
｢まず,3をもってきて,10をつくって,あ
と2がのこっているから,12です｡｣
などと数回ブロックを動かすイメージをi)とに
rl々 に説明し始めた｡
指導方法の工夫◎
計算の仕方を枝番に盤理する際には,｢まず,
次に,最後に｣など,順序を意識して表現でき
るようにうながした｡
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そして,ィ･どもの発言をもとに,枝番に次の
ように整理した｡
指導方法の工夫⑤
計算U)仕方が鮭鼎できたところで,みんなで
声を目して計節の仕方を唱える招動を取り入れ
た｡はじめは,横山を見ながら,｢まず,7に3
をたして10,次に,10と2で 12Jと一斉
に全員で声をそろえて出すようにし,次第に板
杏の文字を隠しながら言えるようにしていった｡
さらに,男子だけ,女子だけで声を出す活軌や,
隣同iのペアで説明し合う活動t)取り入れたD
子どもたちは,次鞘に,並べたブロックを見
るだけで,計算の仕方を声に出して言えるよう
になっていった.
(7)授業の考察
本実践では,算数的活動の内血化を人切にす
ることで,ブロックを動かすイメージをもとに,
+どもに無理なく.｢繰り上がりのあるたし算の
仕方｣を理解させることができたと考える｡
7 具体的な指導②
(1)単元名 3年 ｢わり算｣
(2)単元の目棟
○ 同じ数ずつに分ける計算のよさに気付き,
わり節を用いて,日常牛借上の問題の処理に
役立てようとする｡ (臥し･音欲 ･懐度)
○ わり算の意味や計算の仕方を税明すること
ができる｡ (数学的な考え方)
○ わり算の問題を式に表したり,九九を用い
てJE確に答えを求めることができる｡(技能)
○ 等分除,包含除の意味を知り,除法の適用
場面を坪解できる｡ (知識 ･理解)
(3)｢24÷3の計算の仕方｣指斗の流れ図
(4)主な指斗方法の工夫
① 1時目:ブロックを動かしながら考え説明す
る活動 (行動的把握の段階)
1時目で,｢15個のクッキーを3人に同じ数
ずつ分ける｣という聞題場面を考える際には,
異際に数図ブロックを皿の絵に並べる活動を繰
り返し,数図ブロックを動かしながら池べ射こ
ついて話し合うようにするUこれにより,｢同じ
放ずっ分ける｣という意味に気付きやすくするO
3枚の皿の絵
②2時目:皿を見ながら考え説明する満動
(映像的把握-記号的把握の段階)
2時Elで,｢24佃のいちごを3人に何じ数ず
つ分ける｣という問題場面を考える際には, 3
つの空の皿の絵を見ながら考える所動にするO
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これにより,ブロックを開くイメージをもち,
それをかけ算の式に表しやすくする｡
③2鴫目:板-lIの ｢夫
24÷3の場h-を3つの皿にブロックを鰹く
イメージをもとにつくったかけ算の式を,紅に
並べて掻題に整理する｡これにより,ロ×3-
24の式に気付きやすくするL,
④2時目:二例から考える満勅
等分除(I)24÷3の場面と36÷9の場面を
取り上げ,二例から一般化をE雲】るようにするO
これにより,ブロックを並べるイメージをもと
に,｢わり算は口×3や□ ×9などかけ第九九を
使えば答えを聴せる｡に とに気付きやすくする｡
(5)本時の目棟
24-ニ-3などのわり算の計算の仕方を,既習
のかけ卦九九を活用して考え説明することがで
きる
(6)授業の実際 (2時目)
指専方法の工夫(SJ
mを見ながら考え鋭明する活動
｢24個のいちごを3人に同じ数ずつ分ける｣
という簡檀場面を考える際に札 3つの空のml
の絵を見ながら考える活動にした`これにより,
子どもは,3つの空のmLに救国ブtコックを提く
イメージをもち,それをかけ算の式に表 してき
た ｡
T 3つの皿の絵にはブロックを置いていない
ね.まず,何個招いてみる?
C 1個です｡
c l個慣くと,1×3-30まだダメですD
C 2個荘くと,2×3-60まだ残っていま
す｡
このように,ブロックを置くイメージをもと
に,式をつくっていき,最後に,｢8×3-24,
できた｡｣と,一人分が8個であることに気付い
ていった｡
槽苓方法の∫夫③
24十3の場面を3つの皿にブロックを置く
イメージをもとにつくったかけ策の式を,縦に
並べて坂IーFに蛙理した｡
Ll紺の様jl
E i i 』iヨ 監 コ 1×3-3 ×2×3-6 ×
3×3-9 ×
4×3-12×
5×3-15×
6×3-18×7×3-21×8×3-24r)
24÷3<',I了.□×3-24
1×3-8×3の式を縦に並べて板-:E.したと
ころで,｢かけられる敏がとんどん変わっている
ねO変わっていく敏を口にするとどんな式がで
きるかなC｣と問いかけた｡子どもたちは,ロ×
3-24の式をつくることができたDこのこと
から,｢24÷3の計軌 ま口×3-24の口を求
めることなんだ｡｣とわり辞とかけ算を関係づけ
て考えやすくした｡
指蝶方法の工夫㊨
二例から考える活動
等分除の24÷3は九九を活用して ｢八三2
4で 8｣と答えを出すことができることが分か
ったところで,問題 ｢鉛筆 36本を, 9人に同
じ数ずつ分けると,1人分は何本になりますか｡｣
を髄示したO子どもは36÷9と立式し,9枚
の皿を見なから,数図ブロックを並べるイメー
ジをもとに,｢□×9-36の口を求めればよい｣
r九九を使って四九36で4｣と求めればよい
ことに気付くことができた｡
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-f･どもは,二例から,｢わり算托,かけ算九九
を使えげ答えを出せる｡｣と発言してきた｡
(7)授業の考察
本実践で托,節_数的活動の内面化を大切にす
ることで,ブロックを並べるイメージをもとに,
わ り第0)問題場 血とかけ界を結びつけ, Tども
に無用.なく ｢わり算の計筒の仕方｣を理解 させ
ることができたと考える,.
8 研究のまとめ
木研究では,子どもの思考力 ･表現力を育て
ることが逓蟹な課短であることを明らかにし,
ブル-ナ-の認知確達諭をもとに,′l且考力 ･よ
現力を帯めるための指導方法を探ったO
今回は,｢計算の什方｣に焦点を当て,1LT=rた
し算 (2)｣と3年 ｢わり節.の実践を池 して考
鰯 した｡
そu)結果,算数的活動の内【抗化の過程を丁寧
に指,Ttすることで,子どもの思考力 ･衣現力を
令てることができることが芙感できたっ
その際,指導方法の工夫で有効であったと考
えられるのは,次の点である｡
(D艮体物を操作 しながら考え表現する活動
行動的把握の段階として,子どもが数図ブロ
ックを手で動かしながら考え表現する活動を十
分に行 うこと｡
L2)イメージしながら考え表現する所動
映像的把握-記 別 勺把握の段階 として,並ん
だ赦鼠ブロックを見ながら考えた り,空のMLの
絵を見なが･r)考えた りする7亡ど,手を動かさな
いで,見体物を操作するイメージをもっことが
できるように子どもを追い込み,そのイメージ
を言語で表現することができるようにすること｡
(卦板粥の工夫
イメージ化と,言語での表現をう/J:がすため
に,板心の掲示をT_夫すること｡
伝)記号的把握を助ける活動
順序を表す言頻を使 うこと.計算の仕方をrコ
に出して唱えること,二例から求め方を確認す
ることなど,考えたことを衷現する過程で,言
語でイメージをもった り,式で与えたりするこ
とができるようにすること｡
である｡罪数的活動の内面化では,特に上のの
と②の指瑞方法の上長をうまくつなげることが
大切だと感 じられた｡
さらに工夫が必要だと感 じたのは.認知発達
段階の逆向きの指節である｡例えば.計許の仕
方を附いて,8+5の式を当てた り,数閲ブロ
ックの操作を見て,18÷3の式を巧てた りす
る倍軌をもっと取 り入れることである,これら
の指やを工夫することで,行動的把握,映像的
把鳳 記JE',･的把握の各段階を自山に行き来でき
るようになり,イメージを豊かにもっことがで
きるのでは/Llいかと考える｣
本研究を適 して,1960年代のブルーナ-
のq･.論を,今尚,教科精華で生かすことができ
ることに解く｡大切なことは不易なのだと感 じ
た｡硬に,思考ノブ･表現力を高める指導として
IJ~効に生かすことができることt)実感できたー
今後は,数や図形の概念の独得をH指 した,
算数的活動の内面化の方策も探ってみたい｡
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